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年　　次 耕 地 牧　草　地 放　牧　地
183B－43
　1878
　1883
　1893
785，180（62．5）
812，268（54．3）
831，226（56．フ）
847，352（56，9）
165，238（1工．0）
186，137（12．4）
1フ4，122（ll．フ）
1フ5，727（］一1．8）
30，545（2．0）
15，530（1．0）
14，668（1．O）
10，940（O．7）
　それでは，　「放牧地面積の縮小」とは何か。Sieberは説明しないが，表
一　（12）
36が表現．ｵているところの，1838－43年から78年に至る期間のザクセンにお
ける放牧地Weidenの半減がそれである，と理解されるとすれば，その解釈
は的確ではないであろう。　「人口密度の高い所で人が牧羊を一L般に放棄した
のは，この価格発展〔下落〕の結果であった」と，一方では一面的な理解を
示しつつも，AckermannはSch6nburg所領の歴史的分析から，　Wechsel－
burg　において「牧羊は……管区農民の耕地に対する領主羊群の放牧権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）Hutungsrechtの償却直前に，その最も顕著な拡がりに達した」と記述せね
ばならなかった。Gebauerの言によって別様に表現すれば，「時代は変わっ
た。農民的土地保有に課される諸負担の償却とともに，放牧権Hutberechti一
gungenが消滅した，牧羊の非常な拡延はそれにも基づいていたのであ
　　「共同放牧地の廃止による放牧地面積の減少，耕地整理Separationのため生じた所
　の・個々の農業者による野道Triftの単独で自由な利用，純粋種毛用羊への転換，
　及び経営様式の増大する集約化，に基礎付けられた農民経営における飼養の放棄」に
　求める。「これに対して，1864年以降の第二の後退は1853－5B年の減少と同じく，ま
　ず第一に，羊毛価格の下落に帰せられるべきであり，殆ど専ら農業大経営の羊群に係
　つた」と述べ，羊毛工kgで購入しうる木材及び肉の量は，！831－71年の期闇に絶えず
　低減したと註記している。　（A．a．　O．．　S．165．）
（12）単位ha．耕地は菜園地を含む。カッコ内は総面積に対する比率％。　Langsdorff，　a．
　a・　O．，　S．　41，　43；’Heyne，　a．　a．　O．，　S．　3；　Gebauer，　a．　a．　O．，　Bd．　1．　S．81；
　Sieber，　a．　a．　O．，　S．　4f．；　Sch6ne，　a．　a．　O．，　S．　s6；　Merkel，　a．　a．　O．，　S．　23；
　Arndt，　a．　a．　O．，’S．　39；　Biederbick，　a．　a．　O．．　S．　68；　Gross，　a．　a．　O．，　S．
　146L　Vgl．　Engel，　a．　a．　O．，　Bd．　1．　S．　28f．；　Reuning，　Bericht．　S．　s；（Reuning），
　Festschrift．　S．　16f．
・（13）　Ackermann，　a．　a．　O．，　S．　100，　109．　VgL　A．　a．　O．，　S．86．
一39一
　190
　（14）
る」と。Engelも既に19世紀央に書いていた。羊の飼養は「馬や牛のように
厩舎飼養というよりは，むしろ放牧に基づいている」故に，羊の「大群は大
所領でのみ，即ち，十分な放牧地を，所有地として，あるいは一定の権限によ
り，占有・利用しうる所領でのみ，飼養されうる。前者は騎士領においてし
ばしば通例であり，後者の点ではそれ〔騎士領〕は最近まで多くの権限をも
ってたので，それの牧羊には，隙細でない利益がそれ〔放牧権〕から生じて
いた。領主的権利のこの部分の，償却への適応は，必然的に騎士領の牧羊に
粁の講臓わきねばならな謂誠1、，＿騎士領（前出表4参照）では，・
1840年に実施された償却に起因する「放牧可能性の制限のために，Purschen一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）steinの騎士領所有者は牧羊を放棄した」のであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　しかも，家畜所有者の規模別分布に関する表37は，19世紀後半のザクセン
牧羊業における明白な一事実として，極小規模経営の激増の結果としての経
営総数の増加と，それにもかかわらず大・中規模経営の激減とを指示してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）る。かかる動向の帰結として羊所有者の平均所有頭数は，表38から知られる
ように，この約40年間に殆近くにまで激減した。Sieberは，「かつて人が数
百頭の羊群に一年を通じて出会うことができた多くの騎士領で，今では肉屋
（14）　Gebauer，　a．　a．　O．，　Bd．　L　S．　296．
（15）Engel，　a．　a．　O．，　Bd．1．　S．329．「償却はここでも影響を及ぼし，放牧権
　Weideservitutenを廃止」した。しかも，「土地所有の細分された国々で，非常に
　大きな役割を果たす共同放牧の制度は，ザクセンでは知られていない……。」
　　（〔Reuning〕，　Festschrift．　S．2！9f．）放牧地は「周知のように引照制度の時代には
　平地でも，ヨリ大きな役割を演じた，平地では本来・降水が少ないために，不適
　当な前提が存在したけれども。」とりわけ，軽質土の平地では「100年前に，繁栄す
　る牧羊業のために，当時通例の放牧の形態で，強度の放牧地利用がなされていた。か
　かる利用は今日では，牧羊業自体と同じく，著しく後退している。」（Amdt，　a．　a．
　O．，　S．53．Vgl．　A．　a．　O．，　S．183．）但し，　Lohmenでは「1833年に行なわれた放牧
　権の著しい制限と，1840年に行なわれたそれの償却とは，〔表6で見た如く，羊数の
　減少に直ちには導かなかった，なぜなら，それが〕飼料栽培の拡大によって償われた
　　〔からである〕。」（BOhme，　a．　a．　O．，　S．81．）
（16）　Jacobeit，　a．　a．　O．，　S．　141．
（17）馬は軍馬を除く。馬IO頭以上は商工業企業。　Sieber，　a．　a．0．，　S．26．
　　　　　　　　　　　　　　　　一40一
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表 37
所有 所　有　者　数
頭数・853年｝・892倒増力陣
馬
　1
　2
　3
　4
5－
IO一
．計
9，573
16，IOO
5，l18
2，896
2，979
　？
36，666
21，254
18，97フ
6，376
4，129
4，714
　372
55，822
十　121．9
十　17．9
十　24，6
十　42．6
｝＋　70，7
十　62．2
牛
　工
　2
　3
　4
5－7
8－10
1工一20
2L－30
31－60
50一
屠殺場
計
23，098
18，515
10，714
7，323
！4，158
10，535
14，941
1，892
　649
　424
　？
！02，249
工3，621
14，602
11，334
8，213
14，625
9，フ44
5，762
2，805
　916
　649
　　40
2，311
　　41．0
　　2ユ．1
十　5．8
十　12．2
十　3．3
　　7．6
十　5．5
十　48．3
十　41．！
十　53．1
9．7
羊
　　三一10
　11－20
　21－5Q
　51－IOO
　ユOl－200
　201－300
　301－500
501－1，000
1，000一
屠殺場
計
1，332
　290
　562
　572
　463
　214
　26S
　236
　26
　？
3，960
3，944
　83
　82
　46
　フ0
　99
　88
　31
　　0
　26
4，468
十　196．1
　　71．4　1’
　　85．4
　　92．0
　　84．9
　　53．フ
　　66．8
　　86．9
　　100，0
十　12．8
豚
　　1
　　2
　3－5
　6－IO
ll－20
21－50
50一
屠殺場
計
13，B90
14，640
10，051
3，133
　779
　292
　　27
　？
41，747
30，820
29，490
U，．332
4，532
1，699
　299
　　69
42，s12　111g，gss
???????????????。???20
P1
P9
Q6
???
? ??
十　182．2
（18）Sieber，　a．　a．0．，　SS．25－27より。そ・
　こに92年の羊は32．5とあるが，誤植であろ
　う。なお，Sieberの92年の数字（前出表37
　・38）と一致しないが，　Biederbickの提出
　する1882－92年における経営規模の変化
　　（表H－Biederbick，　a．　a．0．，　S．188f．）
　も，Sieberの主張と同一の傾向を示すとみ
　なしうるであろう。
表　　H??
????
　経営数
82年［92年
37，472
96，604
2，463
98，557
4±，337
89，47工
　3，752
1工1，145
平均頭麩
82年lg2年
2．3
6．8
69．0
3．1
2．3
7．2
24．9
4．3
一41一
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：が，屠殺に必要な，牧草で肥えた羊を，必要に応じて自分の半群から取り寄
せうるように，放牧地Klee一，　StoPPel－und　Wiesenweideを一年の一部のみ
の間，賃借していることが稀でない」とさえ極論している。他種家畜の場合
には同じ時期に，経営総数及び小規模経営数は同一方向に変動してはいない
としても，大・中規模経営は，牛8－IO頭所有者のみを除けば，増加し（表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）37），それにつれて平均所有頭数が例外なく上昇している（表38）から，大・
　　　表　38　　　　中規模経営の激減は正に牧羊業に特徴的な構造的変化
??
????
平均頭数
53年　　92年
　2．5
　6．0
！22．5
　2．9
2．6
7．2
23．5
3．6
である。
　しかし，この事実は勿論，ザクセン牧羊業における
大規模経営の意義が全く失われたことを意味するので
はない。前出表37から，1892年について羊総数の76％
はユOl頭以上の大規模経営に帰属すると推計されるか
ら，大規模経営は，53年目推計85％）より低下したと
はいえ，19世紀末においてもやはりなお圧倒的に支配的な地位を保っていた
と見なければならない。この点をやや異なった側面から追求してみると，18
40年代に関しては，前出表25から，44年に羊総数の62．5％，47年に64．296，50年
　　　　　　　　（20）に65．3％が騎士領に属したと計算される。また，82年置ついては，農業者の
（lg）Sieber，　a，　a．0りS．14fリ24，26f．（省略した山羊も，羊以外の主要家畜の場合
　と同様である。）Merke1（a．　a．0．）の巻末付図4・5も，1850年と1928年における
　フt・一一クトラントの50頭以上牧羊経営の減少を一目瞭然たらしめている。　　・
（20）ここで，騎士領と大土地所有配経営との関連を問題として，まず所有の側面で若干
　の数値を示せば。｛i）19世紀央に課税騎士領は971あり，私有地総面積の工3％を占め，
　その平均面積は240ha（従って，その総面積は22．9万ha）であった。500ha以上のもの
　は41しかなく，約150はIOOhaY）下であった。また，騎士領の租税単位Steuereinheit
　の平均は6，456で，3，000「租税単位」以上の騎士領が750　，最大の騎士領は43，536
　　「単位」，他方，500「単位」以下のものは28あり，最小は27「単位」であった。（「租
　税単位」とは，地租課税の基礎となる数字で，ターラーで査定された所有地純収益の
　％によって表示される。なお，この課税騎士領の他に，君主直営地29と土地所有なき
　騎士領26があった。）但し，〔Reuning〕，　Festschriftによれば騎士領は922あり，私
　有地総面積のエ9．1％を占め，3，00e「単位」以上のものが714で，500「単位」以下のも
　のが20存在した。（ii）1877年には，120「租税単位」以上の所有地総数の1．8％にすぎ
一42一
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畜産経営に関する調査の結果を農地規模別に分類して　　それを更に整理し
　　　　　　（21）たものが表39で司る一，Langsdorffは言う，「羊は50ha及びそれ以上の大
・経営〔総数1，564，そのうち牧羊を営むもの554〕に支配的であり，157，791
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）頭，即ち，羊総数の92．5％がそれに帰属」する，と。
　ない騎士領が，「租税単位」数に関しては全体の20．2％を占めていた。なぜなら，騎
　士領以外の所有地（その大部分は農民地）の「租税単位」平均が僅か455にすぎなか
　　つために対して，騎士領966のそれは6，121に及んだからである。500「単位」以下の
　所有地36，189のうち騎士領は9のみ，逆に，3，000「単位」以上の所有地912のうち
　722が，また5，000「単位」以上で見れば，498中，実に47Qが，騎士領であった。　（他
　に君主直営地が21あった。）次に経営の側面。（iii）1853年に家畜所有者の中に面積50
　ha以上の経営が1，670数えられた。これは家畜所有者総数の1．3％．！．5ha以上の経営
　数の2．4％に当るにすぎないが，その経営面積24．6励αは，1，5haY）上経営層の総面積
　の24．2％を占めた。　（500んα以上の経営は41のみ。）（iv）1882年に50haY）上の経営は
　1，564で，農業経営総数の0．8％，1．6・ha以上の経営数の2．6％を占め，その経営面積
　24．5万haは1，6ha以上経営層の総面積の23．2％に達した。　（500んα以上の経営は僅かに
　7。）この場合，農地の！3．5％（13．9万hα）は借地となっており，50haJll上層は林地
　を除くその経営総面積（20．6万hのの38．1％を借地に頼っていた。　（以上については
　Engel，　a．　a．　O．，　Bd．　1．　S．　l12，　129，　2L3－！5；　Reuning，　Bericht．　S．　23f．，
　26f．；　（Reuning），　Festschrift．　S．　2sf．，　28f．；　Langsdorff，　a．　a．　O．，　SS．　46－49，
　一52一　56，　58－61；　Roland　Zeise，　Die　antifeudale　Bewegung　der　Volksmassen　auf
　dem　Lande　in　der　Revolution　1848－49　in　Sachsen．　Diss．　Potsdam　1965．　SS．
　22－24，30〔その紹介，拙稿「3月革命期およびフランス革命期のザクセンにおける
　農民運動」，r岡山大学経済学会雑誌』3巻1男・，1971年，121－38頁〕；Zeise，　Zur
　sozialen　Struktur　und　zur　Lage　der　Volksmassen　auf　dem　Lande　am　Vorabend
　der　Revolution　von　1848－49　in　Sachsen．　ln：　Jahrbuch　ftir　Wirtschaftsgeschi－
　chte．　1968．　Tl．　1．　S．　243f．，　248．　Vgl．　Arndt，　a．　a．　O．，　S．　17；　Gross，　a．　a．
　0．，S．149f．）以上から，ザクセンで騎士領が大土地所有の基軸をなしていたことは
　知られるけれども，大規模農業経営と騎士領との相関を厳密に規定することはできな
　い。多くの論者にあっては82年の借地統計にもかかわらず，所有と経営の混同が通例
　であり，優れた歴史家Zeiseでさえも53年統計について，　Reuning（Bericht．　S．
　26）に従って騎士領を一般に50勧以上の大経営と想定している。　（Diss．　s．23f．；
　Jahrbuch．　S．244．）しかし，この想定を全く無根拠と斥けることもできないであろ
　う。というのは，82年における50haY）上の経営のうち，借地のない経営はLangsdorff
　（a．a．　O．，　S，56，60）から計算すれば，50－IOOhaのもの559，IOOhaL）［上のもの360，
　合計919となり，これの一大部分が騎士領と推定されるからである。
く21）農地規模の単位はha．　Langsdorff，　a．　a．（）．，S．520より。原表には若干の誤植
　があると考えられるが，訂正不能のためそのまま計算してある。なお，1882－！925年
　のGrossenhain郡Kreisbauernschaftにおける主要家畜の経営規模別分布はVgL
　Biederbick，　a．　a．　O．，　S．　191．
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農　地
塁　模
???
?????????????
?????
??
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　O，02
4，706
1，089
　　23
　647
　　630
　　　6
34
871
898
13
O．02－
　O．05
O．05－
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2，207
　118
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　　200
526
525
527
527
494
！29
224
，719
30，279
11，863
　　354
58，，519
200－
　　soo
225
224
224
224
217
57
17i
3，630
20，410
8，568
　　146
77，293
600－
　　1，000
6
??【?【??
i
　222
1，030
　　378
　　　1
4，384
1，000
1
??
「?
34
212
1フ5
1，028
．合計
192，921
！48，906
37，472
96，604
98，557
76，！25
　　2，463
91，291
653，439
307，711
工24，659
170，056
??
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　以上，ユ9世紀40年代以降のザクセン牧羊業においては大規模経営，とりわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）け騎士領の牧羊経営は，支配的地位を占め続けているとはいえ，牧羊業の一
（22）羊と「逆」に山羊はユha以下の「小経営」において圧倒的（総数の52．3％）であ
　る。「馬の飼養はIOha及びそれ以上の規模の経営において初あて一般化するが，牛の
　飼養は面積1・haの農業経営において既に通例となっている。」「豚の飼養は経営規模の
　すべてに最も均等に配分され」ている。（Langsdorff，　a．　a．　O．，　S．518；Gebauer，
　a．a．　O．，　Bd．1．　S．248．）馬・牛・豚についてはS　一50haの経営が支配的地位を占
　めている。ユ9世紀末のドイツ帝国の事情についてはVgl．　Sombart，　a．　a．　O．，　S．
　581．なお，ザクセンの1882年6月の母数（表39）は1883年1月の羊数（前出表23）よ
　り全体で「21，091頭，即ち14．1％だけ大」であった。「しかし，この数字には，6月
　から上月までの7ケ月間に屠殺台に送られた羊，あるいは，飼養あるいは肥育のため
　に他地方に引渡された羊が，完全には現われていない。なぜなら，放牧による肥育に
　定められた羊の一部は，収穫直前にようやく近隣諸邦から運ばれるからであり，ま
　た，冬期調査で得られた数字には，すべての商人及び肉屋の家畜も一緒に含まれるの
　に対して，夏期調査においては，農業に関わる家畜のみが数えられたからである。」
　　（Bδhmert，　a．　a．0リS．98．　VgL　Langsdorff，　a．　a．0リ　S．568f．）ここで最：
　後に言及されている82年調査と83年調査の性格の相違が，両年における羊所有者数を
　も大きく変動させていると考えられる。表37の基礎となった53年及び92年の調査にっ
　いて，他種家畜との組合わせで羊所有者を見てみると，その最大部分（羊所有者総数
　の53年に70％，92年に63％）は馬・牛・羊の3種をもつものであり，その実数は殆ど
　変化していない。牛及び羊の所有者は「次第に消滅してきている。」これに対して，
　　「馬及び羊の所有者と……羊のみの所有者は最も増加した。このグループにはとりわ
　け肉屋……と羊商人が属する。悟入や，楽しみ⑱ために……羊を飼養するすべての人
　々とともに，小前片を十分に利用することが問題であるような家畜所有者（踏切番
　等）も，羊のみの所有者に求められるべきである。」（Sieber，　a．　a．0．，　S，24．）
（23）騎士領の牧羊は単に量的に支配的であるにとどまらない。領邦君主に次いでメリノ
　がまず騎士領所有者によって受入れられていったことは，既に指摘したが，Engelも
　19世紀中葉に騎士領の牧羊の質的優位を強調している。「騎士領では農民地でより
　大規模に牧羊が営まれるのみでなく，優秀種の牧羊も営まれ」る。なぜなら，牡羊の
　母羊に対する比率が，前者では高く（！：35），「合理的牧羊」の水準に達している
　のに対して，後者では低く（1：50以上），　「在来種牧羊においてのみ……許され
　る」数字を示すからである。また，「騎士領では母国のそれ〔生存期間〕は〔邦平均
　より〕著しく大きく，反対に，闊羊及び牡羊のそれはヨリ短い，これは合理的牧羊に
　全く照応する。」（Engel，　a．　a，0りBd．1．　S．329fリ332．　Vgl．　A，　a．0．．　S．
　334．）ザクセン政府経済委員会も，ザクセン牧羊業が繁栄の絶頂にあった1824年に，
　次のように報告していた。　「優秀種羊を飼養し，上質羊毛を豊富に獲得することは，
　大所領でのみ可能である。農民地での牧羊は羊毛の量を償うことは十分にできるが，
　質を償うことはできない。農民も優秀三四より優良種牛を取扱う方を心得ている。」
　　（Wuttke，　a．　a．　O．，　S．　202．　VgL　Gross，　a．　a．　O．，　S．　73．）
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般的衰退の過程でその地位をかなりに低下させてきており，牧羊業に特徴的
なこの構造的変化は，農民地に対する領主放牧権の償却（1832年を起点とす
るザクセンの「市民的土地改革」における封建的諸負担の有償廃棄の一環）
とも関連していた。とこに至って我々は，ザクセン牧羊業の衰退は羊毛価格
の低落のみから理解されうるのではなく，生産的諸事情の変化の側面からも
解明されねばならない，と言うことができる。そして，牧羊業の衰退が顕在
化したかかる問題性は，正にその興隆の過程において生みだされ，累積され
ていったものに他ならないであろう。そうであるとすれば，牧羊業の興隆と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2aj）衰退の歴史的意義は，この過程がザクセン農業の展開の中に位置づけられた
時初めて，確定されうる，ということになるであろう。しかし，ここに摘出
した問題点の立入うた検討は，別稿に委ねることにしたい。
（24）ザクセン牧：惣門の発展と外国市場への傾斜は同時に，牧羊業と国内羊毛工業との関
　連を稀薄ならしめ，後者の原料調達を一問題ならしめた，という事実も忘れられては
　ならない。19世紀初頭の活溌な論争（ここにおける主要論点の紹介は前掲拙稿，「貿
　易政策論争」，参照）から引用してみると。　r昔からザクセンでは，　〔ヨリ高価
　な年〕1回刈り羊毛が〔安価な年〕2回刈り羊毛より遙かに大量に生産されてきた』
　ので，ザクセンの羊毛工業門中の，後者を原料とする部分は，隣接諸国からrその羊
　毛需要の最大部分を輸入』すべきであった。今や彼らの原料はザクセン牧羊業のr改
　良の急速な進行によって』ますます減少した。　（Leonhardi，　Bemerkungen、　S，98．
　Vgl．　Wuttke，　a．　a．　O．，　S．202．）r国内で正に最：も多く要求される』「いわゆる在
　来種羊毛，即ち統毛戸長繊維羊毛』は，rスペイン種による羊毛改良』のたあ10年来
　減少している。　（Anonym，　Darstellung・S・64．）ザクセン牧羊業は『3Q年来，顕
　著に拡大し，また改良された』が，拡大は羊毛の過剰を，改良は粗質羊毛の不足を
　惹起すであろう。（T．J．，　Die　Wollen－und　Baumwollen－Manufacturen　und　den
　Wollhandel　in　Sachsen・　betreffend．　ln：　Reichs一　Anzeiger　1802．　Nr．　lo．　S．　96．）
　Bδkelmann（a．　a．0りS．20）はザクセン「毛織物手工業の衰亡がその結果であ
　つた」と結論しているが，この点について，ζれ以上追及することはできない。
一46一
